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７月のこんなことあんなこと

　初山別稲荷神社の本殿にて、

神事が行われ、お祈りが捧げら

れました。

　自然交流センター前では、村

商工会青年部主催のビアガーデ

ンが開催されました。キッチン

カーの他に、くじ引きなどの屋台が並びました。あいにくの雨模様でしたが、大人から子ど

もまで多くの方が宵宮祭を楽しみました。　　　　　　　　　　　　　　　　 （７月１１日）

本 祭
　午前１０時過ぎ、花火の合図とともに初山別稲荷

神社祭（本祭）が始まりました。猿田彦神をはじ

め大人神輿、子ども神輿など約１００名の行列が初

山別市街地を練り歩きました。

　出発時は曇り空でしたがその後天候に恵まれ、

夏の暑さを感じながらの神輿行脚となりました。

担ぎ手の威勢の良い掛け声や元気あふれる子ども

たちの掛け声が響き渡りました。　（７月１２日）

　神社祭の最終日となる１３日。午

前１０時頃に太鼓の音と共に、獅子

が神社を出発しました。

　軒花が付いている家々を清めて

回り、今年も無事に初山別稲荷神

社祭が終了しました。

　祭を支えてくださっ

た地域の皆さん、あり

がとうございました。

（７月１３日）

後 祭

初山別稲荷神社祭（宵宮祭）



韻

ご協力いただいた皆さんありがとうございました

豊岬海水浴場清掃
　海開き前に豊岬海水浴場清掃が行われました。

　村の団体や企業の方々にご協力いただきました。

　なお、地域貢献の一環として、陸上自衛隊留萌

駐屯地の皆さんにもお力添えをいただき、豊岬海

水浴場が綺麗に清掃されました。　（７月４日）

初山別地区道路一斉清掃
　神社祭前に初山別地区内の道路一斉清掃が行わ

れました。

　暑い日差しの中、各町内会で声を掛けあい初山

別地区のごみ拾いや雑草の除去作業が進められま

した。　　　　　　　　　　　　　（７月４日）

初山別村農業委員会委員辞令交付式

村民バレーボール　会長杯争奪大会
　スポーツセンターにて、村民バレーボール会

長杯争奪大会が行われました。５チームが参加

し、３日間にわたり熱戦が繰り広げられました。

　今年の優勝チームは

「ｖｉｖｉｄ」でした。

　　　　（７月１５日～１７日）

　改選後初めてとなる農業委員会総会が役場会議

室にて行われました。

　総会に先立ち、農業委員に任命された９名に村

長から辞令が交付されました。　　（７月２１日）
　

　　　 秋 山　哲 也 氏　　村 田　寿 宏 氏

　　　 岩 井　明 彦 氏　　田 澤 己榮樹 氏

　　　 木 村　正 志 氏　　舟 見　孝 弘 氏

　　　 益 田　則 明 氏　　長 坂　幸 弥 氏

　　　 木 村　　 茂 氏

農
業
委
員



吋

　
今
年
も
７
月
上
旬
に
ハ
ス
カ
ッ

プ
の
収
穫
作
業
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
収
穫
に
参
加
す
る
の
は
３
年
目

に
な
り
ま
す
。
夏
の
強
い
日
差
し

を
浴
び
な
が
ら
収
穫
す
る
の
は
３

年
目
で
も
慣
れ
ず
大
変
で
す
。
今

回
も
汗
を
流
し
な
が
ら
、
一
粒
ず

つ
採
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
木
の
枝
や
葉
を
か
き
分
け
て
大

き
い
実
を
発
見
し
た
と
き
は
、
心

の
中
で
思
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

た
く
さ
ん
採
れ
た
ぞ
と
自
信
満
々

に
加
工
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
と
、
他

の
先
輩
方
は
さ
ら
に
多
く
の
実
を

収
穫
し
て
お
り
、
ベ
テ
ラ
ン
の
技

量
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
か

私
も
た
く
さ
ん
採
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
　
　
　
【
本
間
】

地域ブランドマーケット　出店
　留萌市の道の駅エリアにて、アウトドア・アクティビ

ティ拠点施設オープニングイベントが開催されました。

　イベント内では、地域ブランドマーケットが行われ、

初山別村の特産品であるハスカップ商品やたこ珍味、

しょさまるグッズが販売されました。　　（７月１８日）

●７月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

ほしっこくらぶ１昌

健康診断結果説明会（初山別）
入札

２昭

健康診断結果説明会（有明・豊岬）３晶

初山別地区道路一斉清掃
豊岬海水浴場清掃

４松

乳幼児検診８昌
予防接種９昭
初山別稲荷神社祭（宵宮祭）１１松
初山別稲荷神社祭（本祭）１２掌
初山別稲荷神社祭（後祭）１３捷

村民バレーボール会長杯争奪大会
１５昌
１６昭
１７晶

地域ブランドマーケット（留萌市）
１８松
１９掌

農業委員会委員辞令交付式２１昇
初山別村感謝状贈呈式２２昌
予防接種２３昭
「寿」スポーツ大会３０昭

初山別村地域おこし協力隊のＩｎｓｔａｇｒａｍ

及びｆａｃｅｂｏｏｋアカウントは８月より一時

休止しております。

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
収
穫
作
業

今月のほしっこくらぶは

　☆よみきかせ・じゆうあそび　でした。

（７月１日）

ほしっこくらぶ　－７月号－
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提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

同意監査委員の選任につき同意を求めることについて同意第２号

同意
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める

ことについて
同意第３号

同意農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて同意第４号

適任人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて諮問第１号

可決初山別村過疎地域持続的発展市町村計画の変更について議案第２４号

可決
私有車の公務使用に関する条例の一部を改正する条例の

制定について
議案第２５号

承認
専決処分の承認を求めることについて

初山別村税条例の一部を改正する条例の制定について
承認第２号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和７年度一般会計補正予算（７号）
承認第３号

可決令和８年度一般会計補正予算（第１号）議案第２６号

可決令和８年度簡易水道事業会計補正予算（第１号）議案第２７号

　
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１８

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
を
は
じ
め
、
条

例
の
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
同
意
、
可

１０

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
３
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

議会だ よ り

議員定数を８人から７人へ１人減

　議会改革特別委員会にて議論を重ねてきた議員定数については、

６月定例会において、初山別村議会の定数を定める条例の一部を改

正する条例案が提出され、全会一致で原案のとおり可決されました。

　なお、改正条例の施行は、公布の日から施行し、公布の日以後初

めてその期日を告示される一般選挙から適用されることとなります。
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議会だ よ り
　
　
委
員
の
同
意
等

■
監
査
委
員

　
初
山
別
村
字
初
山
別

荒
　
木
　
　
　
隆
 氏
 

（
再
任
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

　
初
山
別
村
字
有
明

　
　
江
　
端
　
由
佳
里
 氏

（
再
任
）

■
農
業
委
員
会
委
員

　
字
共
成

秋
山
　
哲
也
 氏（
再
任
）

　
字
有
明

村
田
　
寿
宏
 氏（
新
任
）

　
字
明
里

岩
井
　
明
彦
 氏（
新
任
）

　
字
明
里

田
澤
己
榮
樹
 氏（
再
任
）

　
字
千
代
田

木
村
　
正
志
 氏（
再
任
）

　
字
有
明

舟
見
　
孝
弘
 氏（
再
任
）

　
字
初
山
別

益
田
　
則
明
 氏（
新
任
）

　
字
明
里

長
坂
　
幸
弥
 氏（
新
任
）

　
字
千
代
田

木
村
　
　
茂
 氏（
再
任
）

■
人
権
擁
護
委
員

　
初
山
別
村
字
有
明

酒
　
井
　
美
　
幸
 氏
 

（
新
任
）

　
　
条
例

■
私
有
車
の
公
務
使
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

→
職
員
の
私
有
車
の
公
務
使

用
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
の
改
正
。

垢
 鎌
田
議
員

　
出
張
時
に
２
名
で
同
乗
し

て
行
く
場
合
も
あ
る
と
思
う

が
、
搭
乗
者
保
険
の
確
認
は
。

茅
 寺
﨑
総
務
課
長

　
搭
乗
者
保
険
に
つ
い
て
は
、

何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
必
要

な
た
め
、
保
険
等
の
契
約
書

で
確
認
し
対
応
し
ま
す
。

　
　
承
認

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
初
山
別
村
税
条
例
の
一

部
改
正
】

→
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う

改
正
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
７
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）】

→
５
埀
３
８
７
万
円
を
追
加

し
、　

億
２
埀
９
８
７
万
８

２６

千
円
に
。

垢
 髙
場
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

費
の
起
業
支
援
補
助
金
に
つ

い
て
、
利
用
し
な
か
っ
た
理
由

は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
要
綱
で
は
、
任
期
を
満
了

し
て
１
年
以
後
は
使
え
る
も

の
で
、
今
、
準
備
を
進
め
て

い
る
最
中
で
す
。
７
年
度
は

申
請
が
な
か
っ
た
。

垢
 髙
場
議
員

　
農
林
水
産
物
直
売
所
運
営

費
の
修
繕
料
の
内
容
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
全
て
が
北
極
星
の
ト
イ
レ

改
修
事
業
の
修
繕
料
。

　
　
そ
の
他

■
初
山
別
村
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
市
町
村
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

→
水
産
業
振
興
構
造
改
善
事

業
、
村
商
工
会
運
営
事
業
の

追
加
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
２
埀
４
４
９
万
８
千
円
を

追
加
し
、　

億
６
埀
８
２
９

２４

万
８
千
円
に
。

【
財
産
管
理
費
】

垢
 斉
藤
議
員

　
旧
豊
岬
へ
き
地
保
育
所
屋

根
葺
替
工
事
に
つ
い
て
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
屋
根

の
工
事
だ
け
で
い
い
の
か
。

ま
た
、
今
後
も
物
品
保
管
に

使
う
の
か
。

茅
 寺
﨑
総
務
課
長

　
物
品
保
管
の
た
め
に
必
要
。

他
の
施
設
で
の
保
管
等
、
様
々

な
視
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

躯
体
は
活
用
可
能
で
あ
る
た

め
財
政
的
な
影
響
も
考
慮
し

屋
根
葺
替
を
し
活
用
す
る
。

【
農
業
振
興
費
】

垢
 髙
場
議
員

畑
作
物
産
地
生
産
体
制
確

立
・
強
化
緊
急
対
策
事
業
の

内
容
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
村
に
お
け
る
畑
作
・
主
に
甜

菜
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
補
助

を
受
け
て
病
原
菌
に
強
い
品

種
の
導
入
や
生
産
性
の
向
上

と
品
質
の
向
上
を
図
る
事
業
。

■
簡
易
水
道
事
業
会
計

簡
易
水
道
事
業
収
益

→
２
１
９
万
７
千
円
を
減
額

し
、
１
億
５
埀
９
７
４
万
７

千
円
に
。

簡
易
水
道
事
業
費
用

→
２
３
０
万
７
千
円
を
減
額

し
、
１
億
４
埀
９
０
１
万
８

千
円
に
。

　
　
意
見
書
案

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の

実
現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
施
策
の
充
実
強
化

を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

に
関
す
る
意
見
書

提
出
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 
議
員

■
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅

持
・
負
担
率
２
分
の
１
へ
の
復

元
な
ど
教
育
予
算
拡
充
と
ゆ

た
か
な
学
び
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 髙
場
志
津
子
 議
員

賛
成
者
 斉
藤
　
勝
博
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

補

正

予

算

意

見

書

案

委

員

の

同

意

等

そ

の

他

条

例

承

認

傍聴に来られた中学１年生



烏

議会だ よ り
 

ふ
る
さ
と
納
税
及
び
農
水
産

物
加
工
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
活
用
に
つ
い
て

議
員

　
昨
年
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
額
は
　
名
の
方
か
ら
２
９

９９

８
万
５
千
円
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。道
内
ふ
る
さ
と
納
税
ラ

ン
キ
ン
グ
に
於
い
て
は
最
下
位

に
近
い
位
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

居
住
修
繕
や
し
ょ
さ
ま
る
や
き

の
鋳
型
購
入
な
ど
主
要
な
分

野
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
人

口
減
、
都
市
間
バ
ス
、
路
線
バ

ス
の
た
び
重
な
る
減
便
、
相

次
ぐ
ヒ
グ
マ
の
出
没
等
、
村
の

現
状
を
考
え
た
時
、
ふ
る
さ

と
納
税
と
い
う
仕
組
み
を
活

用
し
て
納
税
額
を
増
や
し
、

村
の
活
性
化
や
村
民
の
暮
ら

し
を
守
る
一
助
に
出
来
れ
ば

と
思
い
ま
す
。納
税
額
の
増
え

な
い
原
因
の
一
つ
で
あ
る
返

礼
品
の
改
善
を
す
る
為
、
農

水
産
物
加
工
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
、
継
続
性

の
為
に
も
専
門
職
員
を
増
や

し
後
ろ
盾
に
し
、
中
学
生
を

含
む
村
民
に
よ
る
特
産
品
の

開
発
及
び
Ｐ
Ｒ
等
の
運
営
に

つ
い
て
を
検
討
す
る
場
の
設

置
を
提
案
し
ま
す
。

　
又
、
寄
附
金
の
事
業
別
を

現
状
の
５
事
業
か
ら
３
事
業

程
度
に
削
減
し
寄
附
額
を
返

礼
品
の
開
発
と
健
康
福
祉
の

充
実
に
関
す
る
事
業
に
絞
っ

て
、
十
分
な
資
金
を
調
達
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
、

村
長
に
伺
い
ま
す
。

村
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
、

平
成
　
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度

２０

で
あ
り
、
村
に
お
い
て
の
現
在
の

累
計
残
高
は
、
９
９
５
万
４
埀

４
５
７
円
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。ま
た
、
返
礼
品
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
度
か
ら
取
り
扱

２６

い
を
開
始
し
、
現
在
は
、
ハ
ス

カ
ッ
プ
製
品
を
は
じ
め
　
品
目

２９

の
返
礼
品
を
提
供
し
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
寄
附
額
を
募
る
た

め
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
本

年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
初
山

別
村
地
方
創
生
総
合
戦
略
会

議
や
先
日
行
わ
れ
た
初
山
別

中
学
校
２
年
生
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
授
業
に
お
い
て
も
返

礼
品
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
意
見
も
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源
の
７
割
を
地
方
交

付
税
に
頼
っ
て
い
る
本
村
に
お
い

て
は
、
貴
重
な
財
源
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
多

く
の
寄
附
金
を
募
れ
る
よ
う
、

今
後
に
お
い
て
も
庁
内
で
の
横

断
的
な
検
討
会
な
ど
の
開
催
に

よ
り
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
、

引
き
続
き
各
種
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
な
ど
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
納
税
額
の
増
え
な
い

原
因
の
一
つ
で
あ
る
返
礼
品
の

改
善
に
対
す
る
１
点
目
の
「
農

林
水
産
物
加
工
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
と
村
民
に

よ
る
特
産
品
開
発
及
び
Ｐ
Ｒ
等

を
検
討
す
る
場
の
設
置
」
に
つ
い

て
で
す
が
、
農
林
水
産
物
加
工

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

将
来
的
な
運
営
と
施
設
機
能

に
つ
い
て
は
、
職
員
配
属
も
含

め
検
討
の
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。将
来
的
な

特
産
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
て
き
た
本
施
設
で

の
加
工
試
験
研
究
の
ほ
か
、
民

間
事
業
者
が
開
発
す
る
特
産

品
開
発
へ
の
支
援
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
産
品
開
発
及
び

Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

議
会
や
各
関
係
施
設
の
運
営

協
議
会
な
ど
に
お
い
て
、
中

学
生
や
住
民
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
継
続
し
ご
意

見
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
状
の
事
業
区
分
に
つ
い
て
は
、

「
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
特
産
品

開
発
に
関
す
る
事
業
」「
星
の

む
ら
づ
く
り
推
進
に
関
す
る
事

業
」「
健
康
・
福
祉
の
充
実
に
関

す
る
事
業
」「
森
林
・
水
資
源

等
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業
」

「
ふ
る
さ
と
の
文
化
伝
承
に
関

す
る
事
業
」
の
５
事
業
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
　
年
度
の
返
礼

２６

品
開
始
時
に
設
定
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
当
初
の
設
定
か
ら
　
年
が

１２

経
過
し
、
時
代
の
移
り
変
わ
り

に
よ
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
振
興
方
策
も
変
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
真
に
必

要
な
事
業
に
つ
い
て
改
め
て
検

討
し
、
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

一
問
一
答

議
員

　
「
し
ょ
さ
ま
る
や
き
」
を
真

空
パ
ッ
ク
や
冷
凍
等
、
改
善

を
し
て
は
ど
う
か
。

村
長

　「
し
ょ
さ
ま
る
や
き
」
を
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
考

え
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

状
況
を
み
な
が
ら
考
え
る
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ 特産品の開発及びＰＲ等の

　  　　運営を検討する場の設置を

Ａ　子ども議会や各協議会などで
　　　　　　今後も継続し意見を賜りたい



羽

　
７
月
２
日
、
札
幌
市
で
北
海
道
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
「
地
方
議
員
へ
の
　
の
政

１２

策
ア
イ
デ
ア
か
ら
人
口
維
持
を
目
指

す
実
践
事
例
」、
関
東
学
院
大
学
法

学
部
地
域
創
生
学
科
教
授
、
牧
瀬
稔

氏
と
「
ど
う
な
る
政
治
・
経
済
～
日

本
再
生
の
た
め
に
何
が
必
要
か
～
」、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
須
田
慎
一
郎
氏

の
ご
講
演
で
し
た
。
牧
瀬
氏
は
、
地

方
創
生
の
振
り
返
り
と
し
て
、
様
々

な
視
点
か
ら
お
話
し
さ
れ
た
。
須
田

氏
は
経
済
通
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
動
き
と
、
抱
え
る
リ
ス
ク
、
政

治
と
表
裏
一
体
な
の
で
今
後
の
国
会

の
動
き
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
　
分
の
ご
講
演
は
示
唆

９０

に
富
み
、
実
り
の
あ
る
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
定
期
監
査
を
６
月
　２２

日
か
ら
　
日
ま
で
の
５
日
間
実
施
。

２６

　
監
査
委
員
　
荒
木
　
　
隆

　
監
査
委
員
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

　
令
和
７
年
度
分
に
係
る
財
務
に
関

す
る
事
務
及
び
一
般
事
務

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
に
求
め
た
資
料
並
び
に
関

係
書
類
の
閲
覧
お
よ
び
担
当
者
か
ら

の
説
明
を
求
め
た
。

３
　
監
査
結
果
報
告

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
必
要
と

認
め
る
一
般
事
務
は
良
好
に
処
理
さ

れ
て
お
り
、
事
業
の
執
行
も
適
正
と

認
め
る
。

　
髙
場

志
津
子

議
員
が
、

永
年
に

わ
た
り

地
域
の

振
興
発

展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
北
海
道
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、
木

村
議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
宴
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
終
了

時
に
行
わ
れ
る
事
の
多
い
、

い
わ
ゆ
る
手
締
め
。「
パ
パ

パ
ン
、
パ
パ
パ
ン
、
パ
パ
パ

ン
、
パ
ン
」
と
　
回
手
を
叩

１０

く
、
こ
れ
は
一
本
締
め
。
こ

れ
を
３
回
連
続
で
行
う
の
が

三
本
締
め
だ
。
３
拍
を
３
回

繰
り
返
し
「
九
」
と
な
り
、

最
後
に
１
拍
を
打
つ
こ
と
で

「
九
」
に
点
が
打
た
れ
「
丸
」

と
な
り
、
物
事
が
丸
く
収
ま

る
と
の
事
。「
よ
ー
お
っ
、

パ
ン
」
と
１
回
だ
け
手
を
叩

く
の
は
一
丁
締
め
。
前
者
の

略
式
で
、
周
囲
へ
の
騒
音
に

も
配
慮
し
た
、
こ
の
一
丁
締

め
が
今
で
は
広
く
用
い
ら
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

（
文
責
・
斉
藤
勝
博
）

　
編
集
後
記

議　　会　　の　　う　　ご　　き
留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・札幌市）９５　　　月

初山別村消防団春季消防演習（議長外議員全員）１４留萌管内町村議会議長会定期総会（議長・遠別町）1２

例月出納検査（監査委員）１７北海道町村議会議長会理事会（議長・札幌市）１４

第２回定例会（議長外議員全員）１８例月出納検査（監査委員）１５

留萌地域総合開発期成会要望（議長・留萌市）２２留萌地域総合開発期成会定期総会（議長・増毛町）
２１

留萌地域総合開発期成会要望（議長・札幌市）２３北留萌消防組合議会臨時会（斉藤議員・羽幌町）

留萌地域総合開発期成会要望（議長・東京都）２４・２５町村議会議長・副議長研修会（議長・東京都）２６

７　　　月６　　　月

全道議員研修会（議長外議員多数・札幌市）２・３議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）

５ 例月出納検査（監査委員）
１４

議会全員協議会（議長外全議員）

議会報発行特別委員会（委員長外委員多数）議会改革特別委員会（委員長外委員全員）

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査（監査委員・７月３１日までの５日間）２７北海道町村議会議長会定期総会（議長・札幌市）９

定

期

監

査

報

告

議

員

研

修

会

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

議会だ よ り



熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

　
近
年
、
北
海
道
で
も
夏
の
高
温
多

湿
の
環
境
に
よ
り
熱
中
症
の
危
険
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
「
暑
い
か
ら
か
か
る
」

の
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
体
の
状
態

な
ど
に
よ
っ
て
も
、
症
状
の
有
無
や

程
度
が
か
わ
り
ま
す
。

《
熱
中
症
の
症
状
》

　
症
状
は
軽
い
も
の
だ
と
、
め
ま
い

や
顔
の
ほ
て
り
、
体
の
だ
る
さ
な
ど

で
、
ひ
ど
く
な
っ
て
く
る
と
、
吐
き

気
、
頭
痛
や
筋
肉
痛
な
ど
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
異
常
に
汗
を
か
い
た
り
、

皮
膚
が
熱
く
な
っ
た
り
赤
く
な
っ
て

い
る
状
態
も
熱
中
症
の
症
状
で
す
。

　
熱
中
症
は
、
重
症
に
な
る
と
自
力

で
水
分
摂
取
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

意
識
障
害
や
全
身
の
け
い
れ
ん
な
ど

を
引
き
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

《
熱
中
症
の
原
因
》

　
熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
３
つ
の
要

因
は
「
環
境
」
「
か
ら
だ
」
「
行
動
」

で
す
。
通
常
、
私
た
ち
の
体
は
体
温

が
上
昇
す
る
と
汗
を
か
き
、
熱
を
発

散
す
る
こ
と
で
、
気
温
や
湿
度
の
上

昇
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
気
温
や
湿
度
が
高
く
な

り
す
ぎ
た
り
、
窓
を
閉
め
切
っ
た
環

境
だ
と
、
体
が
う
ま
く
対
応
で
き
ず

に
熱
中
症
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
同
じ
環
境
や
条
件
で

も
「
子
供
や
高
齢
者
、
も
と
も
と
体

調
が
よ
く
な
い
人
」
な
ど
は
体
温
調

節
機
能
が
低
い
た
め
、
熱
中
症
に
か

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。健
康
な
人

で
も
、
寝
不
足
や
二
日
酔
い
と
い
っ
た

体
調
不
良
の
時
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
炎
天
下
で
の
運
動
や
作
業
、

水
分
補
給
の
不
足
な
ど
も
熱
中
症
を

引
き
起
こ
す
原
因
で
す
。

《
熱
中
症
を
予
防
す
る
方
法
》

①
計
画
的
な
水
分
・
塩
分

　
こ
ま
め
に
水
分
を
と
る
た
め
に
は
、

１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
水
を
飲

む
時
間
を
決
め
て
習
慣
化
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。例
え
ば
起
床
時
、
食
事

の
前
後
、
入
浴
前
後
、
就
寝
時
な
ど

と
決
め
る
と
水
分
を
と
り
や
す
く
な

り
ま
す
。特
に
汗
を
大
量
に
か
い
た

時
な
ど
は
塩
分
も
排
出
さ
れ
て
い
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口

補
水
液
を
飲
ん
だ
り
、
梅
干
し
や
塩

飴
を
食
べ
る
な
ど
塩
分
を
補
給
す
る

工
夫
を
し
ま
す
。た
だ
し
、
持
病
の
あ

る
方
は
水
分
や
塩
分
の
と
り
す
ぎ
を

控
え
た
方
が
よ
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
主
治
医
と
相
談
し
て
下
さ
い
。

②
涼
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
る

　
室
内
は
遮
光
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
直

射
日
光
を
避
け
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
を
う
ま
く
利
用
し
て
　
～
　

℃

２７

２８

前
後
に
室
温
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

体
に
熱
が
こ
も
る
と
熱
中
症
に
な
り

や
す
い
た
め
、
風
通
し
の
よ
い
素
材

の
衣
類
を
着
た
り
、
首
元
を
冷
却
す

る
ス
カ
ー
フ
や
グ
ッ
ズ
を
利
用
す
る

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

③
日
中
の
外
出
や
屋
外
の
作
業
は
控

え
め
に

　
日
差
し
が
強
い
時
間
帯
の
外
出
や

屋
外
作
業
な
ど
は
で
き
る
だ
け
避
け
、

気
温
が
上
が
り
き
ら
な
い
午
前
中
や

夕
方
な
ど
に
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
外
へ
出
る
と
き
は
帽
子

や
日
傘
、
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
な
ど
を
利

用
し
た
り
、
日
陰
に
は
い
る
な
ど
直

射
日
光
を
避
け
る
よ
う
に
し
、
休
憩

と
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に
行
う
な
ど

の
工
夫
が
必
要
で
す
。

④
体
調
管
理
に
つ
と
め
る

・
朝
食
は
し
っ
か
り
と
、
３
食
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る

　
熱
中
症
予
防
の
基
本
は
食
事
で
す
。

３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
で
、
食

べ
物
に
含
ま
れ
る
水
分
や
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
塩

分
・
栄
養
素
を
自
然
に
補
給
で
き
ま

す
。
日
中
の
暑
さ
に
備
え
る
た
め
に

も
朝
食
は
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

・
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
睡
眠
は
た
っ

ぷ
り
と
る

　
飲
酒
は
尿
の
量
を
増
や
し
て
体
を

脱
水
傾
向
に
し
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠

不
足
は
、
体
温
や
血
圧
を
調
整
す
る

自
律
神
経
の
活
動
を
低
下
さ
せ
、
汗

を
か
き
に
く
く
す
る
た
め
、
体
の
中

に
熱
が
こ
も
り
熱
中
症
に
な
り
や
す

い
た
め
、
夜
は
し
っ
か
り
と
睡
眠
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
は
工
夫
次
第
で
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
も
し
発
症
し
て
し

ま
っ
た
ら
早
め

に
対
応
す
る
こ

と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

　
暑
い
日
は
ま

だ
続
き
そ
う
で

す
。
熱
中
症
に

気
を
つ
け
、
暑

い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

迂



雨

煙
相
談
専
用
電
話：

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
参
０
１
２
０
倆
７
７
１
倆
２
０
８

煙
受
付：

月
曜
日
～
金
曜
日

（
※
祝
日
、　

月
　
日
～
１
月
３
日

１２

２９

を
除
く
）

煙
時
間：

午
前
９
時
～
午
後
５
時

煙
相
談
無
料

煙
匿
名
可

煙
秘
密
厳
守

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推

進
セ
ン
タ
ー

〒
１
０
５
倆
０
０
１
２

東
京
都
港
区
芝
大
門
２
倆
　
倆
　

１０

１２

Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
　
４
階

※
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人
権
教

育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
厚
生

労
働
省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ

り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
不
動
産
の
住
所
変
更
登
記
の
義
務
化

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
土
地

や
建
物
の
所
有
者
は
、
住
所
、
氏
名
、

名
称
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の

変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に

変
更
登
記
を
申
請
す
る
こ
と
が
義
務

に
な
り
ま
し
た
。　
　

　
正
当
な
理
由
な
く
怠
る
と
、
５
万

円
以
下
の
過
料
の
対
象
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
昔
の
住
所
の
ま
ま
登
記
さ
れ
た
不

動
産
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。売
却
や
相
続

の
と
き
に
慌
て
な
い
よ
う
、
一
度
登
記

内
容
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
と

は
、
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関

す
る
苦
情
を
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、

苦
情
審
査
委
員
が
公
平
で
中
立
な
立

場
か
ら
審
査
す
る
制
度
で
す
。

　
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦

情
で
あ
れ
ば
苦
情
審
査
委
員
に
申
し

立
て
が
で
き
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備

な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、

道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま

す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮

し
ま
す
。

　
申
立
書
は
窓
口
へ
持
参
す
る
ほ
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
電
話
や
匿
名
で
の
申
立
て
は
受
け

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

煙
窓
口

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政

相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０
倆
８
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

　
参
０
１
１
倆
２
０
４
倆
５
５
２
３（
直
通
）

※
制
度
の
ご
案
内
の
み

（
電
話
で
の
申
立
て
は
で
き
ま
せ
ん
）

姉
 ０
１
１
倆
２
４
１
倆
８
１
８
１

死
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■
い
ま
一
度
確
認
し
よ
う
！
　
家
庭

に
お
け
る
災
害
の
備
え
！

　
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」、
８
月

　
日
か
ら
９
月
５
日
は「
防
災
週
間
」

３０で
す
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。

　
常
日
頃
か
ら
非
常
持
出
品
や
非
常

備
蓄
品
な
ど
を
御
準
備
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
御
自

分
が
お
住
ま
い
の
周
辺
地
域
の
避
難

場
所
や
危
険
な
エ
リ
ア
を
確
認
す
る

な
ど
、「
ま
さ
か
」
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
８
月
　
日
は
、
火
山
災
害

２６

に
備
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
「
火
山

防
災
の
日
」
で
す
。

　「
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」
と
い
う
各
市

町
村
で
作
っ
て
い
る
地
図
を
見
て
、

「
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
」
に
対
応
す
る

危
険
な
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
あ
ら
か
じ
め
、
避
難
す
る
場
所
や

そ
こ
ま
で
の
道
順
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
気
象
庁
の
発
表
す
る「
噴
火
警
報
」

な
ど
の
情
報
や
、「
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
」
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
噴
火
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

危
険
な
地
域
で
は
事
前
に
避
難
が
必

要
で
す
。

　
地
元
の
市

町
村
の
指
示

が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
そ

れ
に
従
い
ま

し
ょ
う
。

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

引
っ
越
し
た
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
？

防
災
週
間

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
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気象台ひと口メモ　～大正泥流から百年～

　２０２６年は十勝岳で大正泥流が発生して１００年を迎える節目の年です。１９２６年（大正１５

年）５月２４日に十勝岳が噴火し、高温の岩屑（がんせつ）なだれが残雪を融かし、融雪

型火山泥流が発生しました。泥流は富良野川と美瑛川を流下、発生からわずか２５分余り

で山麓に到達。多くの住民が巻き込まれ、死者・行方不明１４４名、負傷者約２００名と甚大

な被害をもたらしました。今年は、その大正泥流から１００年を迎えるということで、関係

各機関で「語り継ぐ」ための活動が行われています。旭川地方気象台は特設サイトを公

開していますので、ご覧ください。

　十勝岳　大正泥流から１００年｜特設サイト（旭川地方気象台）

　　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/shosai/kazan/taisholahar100.html

　お問い合わせ先　旭川地方気象台（電話：0166－32－7102）

　　※旭川地方気象台ホームページアドレス

　　　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

北海道応援大使プロジェクト2026

北海道日本ハムファイターズ　ヒーロー賞（特産品）贈呈

　北海道日本ハムファイターズ応援大使事業の一環として、ヒーロー選手へ特産品を

贈呈しました。
　

【対象試合】　５月１６日（土）　エスコンフィールドＨＯＫＫＡＩＤＯ

　　　　　　　北海道日本ハムファイターズ　対　埼玉西武ライオンズ　（５－４）

【対象選手】　レイエス　選手　・　田中　正義　投手
　

　初山別村からヒーロー賞に選ばれた選手へ、オロロン米はくちょうもち、フグ珍味、

フグ出汁、ハスカップ製品、しょさまるグッ

ズ、天然甘エビギフトなどの特産品セットを

贈りました。



窺

金木水火月総合診療医による診療

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

毎日●●●●●要担当医
内　　科

総
合
診
療
医

毎日●●●●●不要当番医

毎日（処置・注射のない方）●●●●●要担当医整形外科

火曜日・木曜日●●不要当番医
内科・外科
整形外科

＊急なケガなどの緊急の場合は上記診療日以外でも御相談ください

金木水火月専門診療（出張医師等）

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

※当面の間、休診となります。
現在予約のある方は常勤医
が代診します。

要重原医師呼吸器内科

３０日●要高橋医師循環器内科

２４日●推奨木村医師総合診療科

２日・９日・１６日・３０日●
推奨穴口医師

整形外科

３日・１０日・１７日・２４日●

２８日●推奨覺田医師

４日・１１日・１８日・２５日●●推奨八島医師

７日●推奨引野医師

８日・２９日●要渡部医師

４日・１８日・２５日●不要藤井医師

小 児 科 １１日●不要高橋医師

１４日・２８日●●不要井上医師

毎週火曜日●要旭川医大医師眼　　科

毎週火曜日●●不要金野医師婦 人 科

奇数週水曜日●要札幌医大医師耳鼻咽喉科

毎週木曜日●推奨札幌医大医師泌尿器科

毎週金曜日●不要札幌医大医師皮 膚 科

＊受付時間　午前：８時～１１時（泌尿器科のみ１０時３０分まで）午後：１３時３０分～１５時

＊人間ドック・健診等

　検査内容等に応じて曜日が異なります。ご希望の方はお気軽に病院までお問い合わせください。

（電話受付時間　13時～１７時）

＊病院の診療に関する最新の情報は、病院ホームーページや公式ＳＮＳより案内しております。

　ぜひフォローをお願いいたします！

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

令和８年９月外来診療体制

【
Ｘ
】

【
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
】

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
】

【
羽
幌
病
院
Ｈ
Ｐ
】



煙この広報誌は再生紙を使用しています。 丑

　初山別村民憲章　　くらしを楽しみ、しあわせな住みよい村にしましょう。
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発
行

 ２０２６
№
６９２

ひ と の うごひ と の うご きき
～令和８年７月３１日現在～

人口　　946人（＋４）

世帯　484世帯（＋２）

煙男　　468人（＋３）

煙女　　478人（＋１）

（　　）は前月比

交通事故死ゼロの交通事故死ゼロの日日
～令和８年７月３１日現在～

思いやり運転を

心がけましょう

4 1 15
日目

 転　入 

７／６　ＨＥＮＤＲＩ

　　　　　ＫＵＲＮＩＡＷＡＮ （豊岬）

７／６　ＲＯＢＩＵＬ

　　　　　ＬＥＳＴＡＲＩ （豊岬）

７／６　ＰＵＰＵＮＧ

　　　　　ＩＮＤＲＡＷＡＮ （豊岬）

 お誕生 

７／１５　矢萩　　生 （初山別）
（父：樹　母：榎奈）

● 今月の主な行事予定 ●
（８／１３～９／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（８月号）１３昭

８

月

１４晶

初山別村戦没者追悼式１５松

１６掌

１７捷

１８昇

１９昌

予防接種（初山別）２０昭

破砕ごみ・危険ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）２１晶

２２松

２３掌

２４捷

広報配布（お知らせ版）
頭部ＭＲＩ検診

２５昇

頭部ＭＲＩ検診（ＡＭ）２６昌

２７昭

２８晶

２９松

３０掌

３１捷

１昇

ほしっこくらぶ２昌

９

月

予防接種（初山別）３昭

４晶

５松

６掌

７捷

８昇

乳幼児健診９昌

敬老会１０昭

広報しょさんべつ配布（９月号）
破砕ごみ・危険ごみ（初山別・千代田）

１１晶

初山別村感謝状贈呈式

　多年にわたり、初山別村農業委員会

委員としてご尽力いただきました山本

　誠　様に村長より感謝状が贈呈され

ました。（７月２２日）

公用車に防災スピーカーが
搭載されました

　６月に初山別村役場の公用車３台に

スピーカーが搭載されました。

　このスピーカーは、災害時やヒグマ

出没時など広報にて活用されます。


